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講時 単位数 4

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

各自が主体的に取り組むことが最も大切です。発表時には発表資料の作成と同時に発表そのものの練習を十
分に行うこと。

講義計画

　＜前期＞
　第１回　研究計画の発表（１）
　第２回　研究計画の発表（２）
　第３回　論文の書き方（１）
　第４回　論文の書き方（２）
　第５回　論文の書き方（３）
　第６回　論文の書き方（４）
　第７回　発表と検討（１）　
　第８回　発表と検討（２）
　第９回　発表と検討（３）　
　第10回　発表と検討（４）
　第11回　発表と検討（５）　
　第12回　発表と検討（６）　
　第13回　発表と検討（７）　
　第14回　発表と検討（８）　
　第15回　前期のまとめ

＜後期＞
　第16回―第21回　
　　　発表と検討（１）―発表と検討（６）
　第22回―第23回
　　　中間発表（１）（２）
　第24回―第29回
　　個別指導（１）―個別指導（６）　
  第30回
　　後期のまとめ

テキスト 特に指定しない。授業時にプリントを配布します。

参考書 必要に応じて授業中に指示します。

目的と概要

目標は以下の４つです。
　１．演習Ⅰで培った各自の問題意識を発展させて論文の形にまとめあげる方法を具体的に学ぶ。
　２．各自がまとめ上げた内容を他の受講者が理解できるように発表する力を身につける。
　３．各発表者のテーマを全体で共有し、日本語教育の分野に関する理解を深める。
　４．他の受講者の発表について分析的批判的に意見を述べる力を身につける。

成績評価法 授業時の発言などの平常点（40%)、中間発表（30%)、レポート(30%)により評価します。

開期 通年 月曜日3限

授業テーマ 日本語教育の分野で卒業研究を書くために必要な知識と技術を身に付けます。

科目名 演習Ⅱ

担当教員 樋口　裕子

配当 日文4
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